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二
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る
自
首
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制
度
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科
書
で
は
そ
の
説
明
に
わ
ず
か
な
頁
し
か
割
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れ
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い
け
れ
ど
も
、
刑
法
に
関
心
を
持
つ
専
門
外
の
有
識
者
に
と
っ
て
は
、
刑
法
が
定
め
る
制
度
の
中
で
は
最
も
な
じ
み
が
あ
る
制
度
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
例
え
ば
「
わ
が
刑
法
は
明
治
初
年
に
は
律
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
。
新
律
綱
領
（
明
治
⚓
）・
改
定
律
例
（
明
治
⚖
）
は

こ
れ
に
属
す
る
。
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
の
影
響
を
受
け
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
し
た
旧
刑
法
（
明
治
13
太
告
36
、
明
治
15
施
行
）

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
一
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
現
行
刑
法
（
明
治
40
法
45
）
は
、

ド
イ
ツ
そ
の
他
の
国
の
刑
法
典
を
参
考
に
し
て
い
る
。」（
我
妻
栄
編
集
代
表
『
新
版
新
法
律
学
辞
典
』
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
六
年
。
二
九

二
頁
、
刑
法
の
項
）
と
い
う
説
明
を
読
む
と
、
専
門
外
の
有
識
者
の
多
く
は
、
自
首
の
制
度
を
定
め
る
刑
法
第
四
十
二
条
は
、
西
欧
諸
国

の
刑
法
典
に
由
来
す
る
、
と
考
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
実
際
は
、
小
早
川
欣
吾
「
新
律
綱
領
及
び
改
定
律
例
の
編
纂
過
程
と
其
の
判
決
に
就
い
て
」（『
続
明
治
法
制
叢
考
』
所
収
、

山
口
書
店
、
昭
和
十
九
年
）
や
、
小
野
清
一
郎
『
全
訂
刑
法
講
義
』（
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
一
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
行
刑
法
第

四
十
二
条
は
、
旧
中
国
の
律
に
由
来
す
る
条
文
な
の
で
あ
る
。
小
早
川
論
文
は
「
犯
人
自
ら
進
ん
で
其
の
犯
罪
を
告
知
す
る
自
首
に
対
し
、

刑
罰
を
減
免
す
る
条
（『
新
律
綱
領
』『
改
定
律
例
』
及
び
旧
刑
法
の
自
首
条
を
指
す
。
佐
立
注
。）
は
全
く
支
那
法
系
の
条
文
と
断
じ
て

差
支
へ
な
か
る
可
く
、
現
行
刑
法
（
中
略
）
亦
、
此
流
を
多
分
に
酌
み
て
此
原
則
を
採
用
せ
し
も
の
で
あ
ら
う
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ

る
。」（
前
掲
書
、
八
十
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
著
書
は
「
自
首
を
以
て
刑
の
減
免
の
原
由
と
為
す
こ
と
は
東
洋
の
法
制
に

存
す
る
伝
統
で
あ
つ
て
（
注
に
唐
律
の
名
例
律
の
自
首
条
を
掲
げ
て
い
る
。
佐
立
注
。）、
西
洋
の
法
制
に
於
て
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。」（
前
掲
書
、
三
〇
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
明
治
四
十
年
に
公
布
さ
れ
た
現
行
刑
法
の
第
四
十
二
条
第
一
項
の
「
罪
を
犯
し
た
者
が
捜
査
機
関
に
発
覚
す
る
前

に
自
首
し
た
と
き
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
平
成
七
年
に
表
記
が
平
易
化
さ
れ
る
前
は
「
罪
ヲ
犯
シ
未
タ
官
ニ
発
覚

関
法
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セ
サ
ル
前
自
首
シ
タ
ル
者
ハ
其
刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」）
と
い
う
条
文
は
、
明
治
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
刑
法
の
第
八
十
五
条
の

「
罪
ヲ
犯
シ
事
未
タ
発
覚
セ
サ
ル
前
ニ
於
テ
官
ニ
自
首
シ
タ
ル
者
ハ
本
刑
二
一
等
ヲ
減
ス
但
謀
殺
故
殺
ニ
係
ル
者
ハ
自
首
減
軽
ノ
限
ニ
在

ラ
ス
」
と
い
う
条
文
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
旧
刑
法
第
八
十
五
条
は
、『
新
律
綱
領
』
名
例
下
、
犯
罪
自
首
条
の
「
凡お

よ
そ罪

ヲ
犯

シ
、
事
未
タ
発
覚
セ
ス
シ
テ
、
自
ラ
出
首
ス
ル
者
ハ
、
其
罪
ヲ
免
ス
。
贓
ア
ル
者
ハ
、
仍
ホ
追
徴
シ
テ
、
官
物
ハ
、
官
ニ
入
レ
、
私
物
ハ
、

主
ニ
給
ス
。」「
其そ

れ

人
ヲ
損
傷
シ
、
及
ヒ
賠
償
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
物
ヲ
毀
棄
シ
、
若
ク
ハ
姦
ス
ル
者
ハ
、
並
ニ
自
首
ノ
律
ニ
在
ラ
ス
。」
と
い

う
条
文
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。『
新
律
綱
領
』
の
こ
の
条
文
は
、
乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
成
っ
た
清
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首

条
の
「
凡す

べ

て
罪
を
犯
し
、
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
、
其
の
罪
を
免
ず
。
猶
お
正
贓
を
徴
す
。（
中
略
）
其
れ
人
を
損
傷
し
、
物

に
於
い
て
賠
償
す
可
か
ら
ず
、
事
発
し
て
逃
に
在
り
、
若も

し
く
は
関
を
私
越
度
し
、
及
び
姦
す
る
者
は
、
並
び
に
自
首
の
律
に
在
ら
ず
。

（
原
文
。
凡
犯
罪
未
発
而
自
首
者
、
免
其
罪
。
猶
徴
正
贓
。（
中
略
）
其
損
傷
於
人
、
於
物
不
可
賠
償
、
事
発
在
逃
、
若
私
越
度
関
及
姦
者
、

並
不
在
自
首
之
律
。）」
と
い
う
条
文
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
清
律
の
右
の
条
文
は
、
洪
武
三
十
年
（
一
三
九
七
）
に
頒
行
さ
れ
た

明
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条
の
条
文
（
清
律
の
「
姦
者
」
が
「
姦
幷
私
習
天
文
者
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
清
律
と
同
文
。）
を
引
き

継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
律
の
条
文
は
、
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
に
成
っ
た
唐
律
の
名
例
律
、
犯
罪
未
発
自
首
条
の
「
諸す

べ

て
罪
を
犯
し
、
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
、
其
の
罪
を
原ゆ

る

す
。（
本
注
。
正
贓
は
猶
お
徴
す
る
こ
と
法
の
如
し
。）（
中
略
）
其
れ

人
に
於
い
て
損
傷
し
、
物
に
於
い
て
備
償
す
可
か
ら
ず
、
即も

し
く
は
事
発
し
て
逃
亡
し
、
若も

し
く
は
関
を
越
度
し
、
及
び
姦
し
（
本
注
。

私
度
も
亦
た
同
じ
。
姦
と
は
良
人
を
犯
す
を
謂
う
。）、
幷
び
に
私ひ

そ

か
に
天
文
を
習
う
者
は
、
並
び
に
自
首
の
例
に
在
ら
ず
。（
原
文
。
諸

犯
罪
未
発
而
自
首
者
、
原
其
罪
。（
本
注
。
正
贓
猶
徴
如
法
。）（
中
略
）
其
於
人
損
傷
、
於
物
不
可
備
償
、
即
事
発
逃
亡
、
若
越
度
関
及

姦
（
本
注
。
私
度
亦
同
。
姦
謂
犯
良
人
。）、
幷
私
習
天
文
者
、
並
不
在
自
首
之
例
。）」
と
い
う
条
文
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
「
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
罪
に
つ
い
て
、
告
訴
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
に
対
し
て
自
己
の
犯
罪
事
実
を
告
げ
、
そ
の
措
置
に
ゆ
だ
ね
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。」（
平
成
七
年
に
表
記
が
平

易
化
さ
れ
る
前
は
「
告
訴
ヲ
待
テ
論
ス
可
キ
罪
ニ
付
キ
告
訴
権
ヲ
有
ス
ル
者
ニ
首
服
シ
タ
ル
者
亦
同
シ
」）
と
い
う
条
文
は
、
旧
刑
法
第

八
十
七
条
の
「
財
産
ニ
対
ス
ル
罪
ヲ
犯
シ
被
害
者
ニ
首
服
シ
タ
ル
者
ハ
官
ニ
自
首
ス
ル
ト
同
ク
（
中
略
）
処
断
ス
」
と
い
う
条
文
を
改
正

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
旧
刑
法
第
八
十
七
条
は
、『
新
律
綱
領
』
名
例
下
、
犯
罪
自
首
条
の
「
若
シ
強
窃
盗
、
及
ヒ
詐
偽
シ
テ
、
財
物

ヲ
取
リ
、
事
主
ノ
処
ニ
於
テ
首
服
シ
、
或
ハ
枉
法
、
不
枉
法
ノ
臟
ヲ
受
ケ
、
過
ヲ
悔
ヒ
テ
、
本
主
ニ
還
付
ス
ル
者
ハ
、
官
司
ニ
自
首
ス
ル

ト
同
ク
、
皆
其
罪
ヲ
免
ス
。」
と
い
う
条
文
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。『
新
律
綱
領
』
の
こ
の
条
文
は
、
清
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条

の
「
若
し
強
窃
盗
・
詐
欺
し
て
人
の
財
物
を
取
り
て
、
事
主
の
処
に
於
い
て
首
服
し
、
及
び
人
の
枉
法
・
不
枉
法
の
贓
を
受
け
、
悔
過
し

て
回
付
し
て
主
に
還
す
者
は
、
官
司
を
経
て
自
首
す
る
と
同
じ
。
皆
、
罪
を
免
ず
る
を
得
。（
原
文
。
若
強
窃
盗
詐
欺
取
人
財
物
、
而
於

事
主
処
首
服
、
及
受
人
枉
法
不
枉
法
贓
、
悔
過
回
付
還
主
者
、
与
経
官
司
自
首
同
。
皆
得
免
罪
。）」
と
い
う
条
文
を
受
け
継
い
だ
も
の
で

あ
る
。
清
律
の
右
の
条
文
は
、
明
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条
の
条
文
（
清
律
と
同
文
。）
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明

律
の
条
文
は
、
唐
律
の
名
例
律
、
盗
詐
取
人
財
物
首
露
条
の
「
諸す

べ

て
人
の
財
物
を
盗
詐
取
し
て
、
財
主
に
於
い
て
首
露
す
る
者
は
、
官
司

を
経
て
自
首
す
る
と
同
じ
。
其
れ
餘
臟
の
応ま

さ

に
坐つ

み

す
べ
き
の
属
に
於
い
て
、
悔
過
し
て
主
に
還
す
者
は
、
本
罪
よ
り
三
等
を
減
じ
て
之
れ

を
坐
す
る
を
聴ゆ

る

す
。
即も

し
財
主
の
応
に
坐
す
べ
き
者
は
、
罪
を
減
ず
る
こ
と
亦
た
此
れ
に
準
ず
。（
原
文
。
諸
盗
詐
取
人
財
物
、
而
於
財

主
首
露
者
、
与
経
官
司
自
首
同
。
其
於
餘
臟
応
坐
之
属
、
悔
過
還
主
者
、
聴
減
本
罪
三
等
坐
之
。
即
財
主
応
坐
者
、
減
罪
亦
準
此
。）」
と

い
う
条
文
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
は
、
旧
中
国
の
律
に
由
来
す
る
条
文
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
旧
中
国
の

関
法
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律
以
外
の
他
国
の
刑
法
の
規
定
を
取
り
入
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二

進
み
す
ぎ
た
法
律

竹
原
亨
「
自
首
の
性
格
と
機
能
―
―
自
首
の
研
究
（
⚑
）
―
―
」（『
国
学
院
法
研
論
叢
』
第
二
十
九
号
掲
載
、
二
〇
〇
二
年
）
は
「
自

首
制
度
は
律
令
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
欧
米
化
し
た
現
代
わ
が
国
の
法
制
に
な
ぜ
か
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
四

十
七
頁
）「
な
ぜ
、
旧
刑
法
（
原
注
。
日
本
初
の
近
代
的
刑
法
典
）
以
降
も
律
令
法
の
規
定
が
―
―
形
を
変
え
つ
つ
―
―
温
存
さ
れ
た
の

か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」（
六
十
二
頁
）
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
は
、
馬
鹿
馬
鹿
し
く
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
『
新
律
綱
領
』
及
び
『
改
定
律
例
』
が
定

め
る
自
首
制
度
を
誉
め
ち
ぎ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
答
え
た
い
。
明
治
九
年
五
月
か
ら
同
十
年
十
一
月
ま
で
行
わ
れ
た
旧
刑
法

の
草
案
編
纂
会
議
で
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
編
纂
委
員
鶴
田
皓
と
の
討
論
を
記
録
し
た
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』（
第
Ⅰ
分
冊
。
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
）
の
「
日
本
刑
法
草
案
」
第
九
十
六
条
の
項
に
、
両
者
の
次
の
よ
う
な
発
言
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
片

仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
濁
点
及
び
句
読
点
を
附
け
、
発
言
者
の
名
を
加
え
た
（
以
下
同
じ
。）。

鶴
田
「
日
本
刑
法
に
て
従
前
用
ゆ
る
所
の
自
首
律
を
置
か
ん
こ
と
を
要
す
。」

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
「
曽
て
、
日
本
の
刑
法
に
自
首
律
あ
る
こ
と
を
聞
け
り
。
之
れ
は
最
も
良
法
な
り
。（
後
略
）」

此
時
、
日
本
刑
法
の
自
首
律
を
名
村
（
泰
蔵
。
佐
立
注
。
以
下
同
じ
。）
よ
り
教
師
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
指
す
。）
へ
訳
示
す
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
「
自
首
を
以
て
其
罪
を
宥
る
す
の
原
則
は
再
良
法
な
り
と
す
。
然
し
餘
り
進
み
過
ぎ
た
る
法
律
な
り
と
考
へ
り
。」

進
み
す
ぎ
た
法
律
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鶴
田
「
此
自
首
律
は
日
本
に
て
従
前
用
ゆ
る
所
の
法
律
な
れ
ば
、
今
後
之
を
廃
す
る
を
得
ず
。
故
に
更
に
協
議
を
尽
し
、
尚
ほ
適
当
の
自

首
律
を
置
か
ん
こ
と
を
要
す
。」（
二
六
四
頁
）

名
村
泰
蔵
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
訳
示
し
た
「
日
本
刑
法
の
自
首
律
」
と
は
、『
新
律
綱
領
』
名
例
の
犯
罪
自
首
条
及
び
『
改
定
律
例
』

名
例
の
犯
罪
自
首
条
例
で
あ
る
。『
新
律
綱
領
』
の
母
法
は
清
律
で
あ
る
か
ら
（
中
山
勝
『
明
治
初
期
刑
事
法
の
研
究
』（
慶
應
通
信
、
平

成
二
年
）
第
一
部
第
一
章
か
ら
第
三
章
）、『
新
律
綱
領
』
の
犯
罪
自
首
条
は
清
律
の
名
例
律
の
犯
罪
自
首
条
を
継
受
し
た
条
文
で
あ
る
。

『
新
律
綱
領
』
の
犯
罪
自
首
条
に
「
罪
ヲ
犯
シ
、
事
未
タ
発
覚
セ
ス
シ
テ
、
自
ラ
出
首
ス
ル
者
ハ
、
其
罪
ヲ
免
ス
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

の
を
訳
示
さ
れ
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
自
首
を
理
由
に
罪
を
ゆ
る
す
原
則
は
「
最
良
法
」
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
進
み
す
ぎ
た
法

律
で
あ
る
と
考
え
る
、
と
応
じ
た
の
で
あ
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
ま
た
、
別
の
箇
所
で
、「
自
首
律
は
良
法
な
れ
ば
、
後
来
は
仏
国
に
於
て
も
之
を
用
ひ
ん
こ
と
を
企
望
す
。」（
二
六

八
頁
）「
自
首
律
は
未
だ
各
国
に
比
類
な
き
良
法
な
り
。」（
二
六
九
頁
）
と
発
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
自
首
律
は
、
日
本
法
律
に
て
は

旧
法
な
れ
ど
も
、
欧
羅
巴
各
国
の
法
律
よ
り
論
ず
れ
ば
全
く
新
法
な
り
。
然
ら
ば
其
新
法
を
別
に
一
章
と
し
て
立
つ
る
旹と

き

は
、
欧
羅
巴
各

国
に
て
殊
更
に
著
目
す
べ
き
な
り
。
然
ら
ば
此
新
法
を
立
た
る
こ
と
を
欧
羅
巴
各
国
へ
誇
衒
（
見
せ
び
ら
か
す
）
す
る
様
に
見
ゆ
る
の
恐

れ
あ
ら
ん
と
す
。」（
二
七
〇
頁
）
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
こ
れ
だ
け
誉
め
て
も
ら
え
る
と
、
刑
法
草
案
に
自
首
条
を

入
れ
る
こ
と
に
鶴
田
委
員
も
自
信
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。
西
欧
諸
国
の
刑
法
典
の
中
に
自
首
条
が
存
在
し
な
い
と
い
う
状
況
の
下
で
は
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
を
こ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
し
な
け
れ
ば
、
新
し
い
刑
法
典
の
中
に
自
首
条
を
立
て
よ
う
と
す
る

日
本
人
立
法
者
の
意
思
は
続
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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と
こ
ろ
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
を
こ
れ
だ
け
誉
め
ち
ぎ
っ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
自
首
条
及
び
『
新
律
綱

領
』
の
母
法
で
あ
る
清
律
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
を
、
全
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
無
理
解

旧
中
国
の
律
の
自
首
条
が
な
ぜ
、
あ
る
人
が
あ
る
罪
を
犯
し
た
事
実
が
官
司
に
発
覚
す
る
前
に
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
事
実
を
そ
の
人
が

官
司
に
自
首
す
れ
ば
、
そ
の
罪
を
ゆ
る
す
、
と
定
め
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
唐
律
の
名
例
律
、
犯
罪
未
発
自
首
条
に
附
さ
れ
て
い
る
律
疏

（
律
の
公
定
の
注
釈
。
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
に
成
っ
た
。）
が
、「
過
ち
て
改
め
ず
、
斯
れ
過
を
成
す
。
今
、
能
く
過
ち
を
改
め
、
来
た

り
て
其
の
罪
を
首
す
。
皆
、
ま
さ
に
原ゆ

る

す
を
得
べ
し
。（
原
文
。
過
而
不
改
、
斯
成
過
矣
。
今
能
改
過
、
来
首
其
罪
。
皆
合
得
原
。）」
と
、

『
論
語
』
衛
霊
公
の
「
過
而
不
改
、
是
謂
過
矣
。」
の
文
を
挙
げ
て
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
犯
し
た
罪
を
悔
い
改
め
な
い
と
き
に
、
は
じ
め

て
、
そ
の
罪
は
刑
罰
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
な
罪
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
犯
し
た
罪
を
悔
い
改
め
た
と
き
に
は
、
犯
人
に
刑
罰
を
与
え
る

必
要
は
な
い
、
と
律
の
立
法
者
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

犯
し
た
罪
を
悔
い
改
め
る
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
、
以
後
は
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、

罪
を
犯
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
罪
を
犯
し
た
と

き
は
、
犯
し
た
罪
を
悔
い
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
即
ち
後
悔
し
て
も
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
の
で
、
自
首
し
て
も
罪
は
ゆ
る
さ
れ
な

い
（
滋
賀
秀
三
訳
註
「
名
例
」
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
五
』
所
収
、
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
四
年
。〔
名
三
七
〕
二
二
五
頁
。

矢
野
祐
子
「
旧
刑
法
に
お
け
る
自
首
条
の
成
立
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
『
法
研
論
集
』
第
五
十
六
号
、
一
九
九
〇
年
。
八
十
五
頁
）。
第

一
節
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
唐
律
の
自
首
条
に
「
人
に
於
い
て
損
傷
し
、
物
に
於
い
て
備
償
す
可
か
ら
ざ
る
は
、（
中
略
）
並
び
に
自
首
の
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例
に
在
ら
ず
。」、
明
律
及
び
清
律
の
自
首
条
に
「
人
を
損
傷
し
、
物
に
於
い
て
賠
償
す
可
か
ら
ざ
る
は
、（
中
略
）
並
び
に
自
首
の
律
に

在
ら
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

旧
刑
法
の
草
案
編
纂
会
議
で
日
本
人
委
員
を
代
表
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
討
論
し
た
鶴
田
皓
は
、
若
い
頃
に
唐
・
明
・
清
律
を
学
ん
だ

こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、『
新
律
綱
領
』
の
起
草
委
員
で
あ
っ
た
だ
け
に
（『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
（
前
掲
）
所
載
「
解

題
」
の
第
四
節
「
鶴
田
皓
略
伝
」）、
旧
中
国
の
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
。『
日
本
刑
法

草
案
会
議
筆
記
』（
前
掲
第
Ⅰ
分
冊
）
草
案
第
九
十
六
条
の
項
に
次
の
よ
う
な
鶴
田
委
員
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
殺
傷
等
の
如
き
、

人
に
害
を
係
け
、
再
び
旧
に
復
す
可
か
ら
ざ
る
罪
は
、
固
よ
り
自
首
す
る
と
も
赦
宥
せ
ざ
る
な
れ
ど
も
、
盗
罪
の
如
き
、
例
へ
ば
、
前
夜
、

他
の
人
家
へ
忍
び
入
り
、
金
額
を
盗
取
し
、
翌
日
に
至
り
、
其
犯
罪
の
悪
事
た
る
こ
と
を
悔
悟
し
、
之
を
自
首
し
て
、
其
金
額
を
償
ひ
た

れ
ば
、
其
事
主
へ
全
く
害
を
係
け
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
其
盗
罪
を
全
く
赦
宥
す
る
と
も
不
可
な
か
る
可
し
、
と
考
へ
り
。」（
二
六
五
頁
）

一
方
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
発
覚
前
に
自
首
す
れ
ば
罪
を
ゆ
る
す
の
は
、
犯
人
が
罪
を
悔
い
改
め
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
旧
中
国
の

律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
を
ど
う
し
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
次
の
よ
う
に
発
言

す
る
。「
自
首
律
は
本
人
の
悔
悟
、
良
心
に
復
し
た
る
を
以
て
本
旨
と
為
す
可
か
ら
ず
。
何
故
な
れ
ば
、
仮
令

た
と
い

之
を
自
首
す
る
と
も
、
真

に
良
心
に
復
し
た
る
や
否
や
は
外
人
の
認
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
前
に
説
き
た
る
所
の
便
益
を
得
を
以
て
本
旨
と
為
す

べ
し
。」（
前
掲
『
会
議
筆
記
』
Ⅰ
、
草
案
第
九
十
七
条
の
項
。
二
七
九
頁
）
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
犯
人
が
後
悔
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
他

人
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
犯
人
が
罪
を
悔
い
改
め
た
と
い
う
理
由
で
、
発
覚
前
に
自
首
す
れ
ば
罪
を
ゆ
る
す
、
と
い
う
制
度

は
お
か
し
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

「
前
に
説
き
た
る
所
の
便
益
」
と
は
、
犯
人
が
自
首
す
れ
ば
、「
直た

だ

ち
に
真
の
罪
人
を
見
出
す
の
便
益
」、「
真
の
罪
人
を
見
出
さ
ざ
る
故
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に
冤
罪
人
を
捕
へ
、「
ソ
サ
イ
チ
ー
」（
原
注
。
社
会
）
の
騒
ぎ
を
起
さ
ん
と
す
る
の
害
を
生
ぜ
ざ
る
の
便
益
」、「
真
の
罪
人
を
見
出
し
た

る
が
為
め
、
同
類
の
居
所
を
も
糺
問
し
、
之
を
捕
縛
し
て
社
会
の
害
を
防
ぐ
の
便
益
」（
前
掲
『
会
議
筆
記
』
Ⅰ
、
草
案
第
九
十
六
条
の

項
。
二
六
七
頁
）
と
い
う
三
つ
の
便
益
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
以
上
、
三
の
便
益
を
為
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
其
自

首
に
仍
て
之
を
軽
減
す
る
の
原
則
を
立
つ
べ
き
道
理
の
存
す
る
も
の
と
す
。」（
同
上
）、「
三
つ
の
便
益
を
得
る
道
理
あ
る
以
上
は
総
て
の

罪
に
付
、
自
首
を
用
ひ
ざ
る
可
か
ら
ず
。」（
同
上
、
二
六
九
頁
）
と
主
張
す
る
。
自
首
制
度
の
存
在
理
由
は
社
会
の
た
め
の
便
益
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
罪
を
含
む
全
て
の
罪
に
つ
い
て
、
発
覚
す
る
前
に
犯
人
が
自
首
す
れ
ば
、

刑
を
免
除
す
る
の
で
は
な
く
、
軽
減
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
支
那
律
の
自
首
も
必
ず
改
心
の
為
め
而の

已み

に
て
之
を
宥
恕
す
る
に
あ
ら
ず
。
社
会
の
妨
害
を
為
す
べ
き
一
個
の
悪

人
を
坐い

な
がら

捕
へ
、
無
益
の
手
数
を
省
き
た
る
便
益
を
得
る
故
な
る
べ
し
と
考
へ
り
。
故
に
必
ず
其
罪
の
種
類
に
仍
り
差
別
を
為
す
べ
き
も

の
に
あ
ら
ず
。」（
同
上
、
二
六
八
頁
）
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
唐
律
の
犯
罪
未
発
自
首
条
の
「
即も

し
自
首
す
る
も
実
な
ら
ず
、
及
び
尽
く

さ
ざ
る
者
は
、
不
実
不
尽
の
罪
を
以
て
之
れ
を
罪
す
。
死
に
至
る
者
は
一
等
を
減
ず
る
を
聴ゆ

る

す
。」
と
い
う
条
文
に
附
さ
れ
た
律
疏
に

「
其
の
自
ら
悔
心
有
り
、
罪
状
、
首
に
因
り
て
発
す
る
が
為
め
に
、
故
に
死
に
至
る
は
一
等
を
減
ず
る
を
聴ゆ

る

す
。（
原
文
。
為
其
自
有
悔
心
、

罪
状
因
首
而
発
、
故
至
死
聴
減
一
等
。）」
と
あ
り
、
自
首
し
た
時
に
隠
し
て
い
た
犯
罪
事
実
が
死
刑
に
当
た
る
場
合
は
一
等
を
減
じ
て
流

三
千
里
を
科
す
る
理
由
と
し
て
、「
悔
心
が
あ
る
」
こ
と
と
並
ん
で
、
犯
罪
事
実
が
自
首
の
お
か
げ
で
発
覚
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
理
由
は
、
こ
の
条
文
を
立
て
た
こ
と
だ
け
の
理
由
で
あ
り
、
唐
律
の
自
首
条
全
体
、
ひ
い
て
は
明
清
律
及
び
『
新
律

綱
領
』『
改
定
律
例
』
の
自
首
条
全
体
の
立
法
趣
旨
は
、
罪
を
悔
い
改
め
た
犯
人
に
刑
罰
を
与
え
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
ま
た
「
治
罪
法
の
十
分
に
行
届
か
ざ
る
国
に
て
は
成
丈
け
自
首
律
を
用
ゆ
べ
し
。
然
ら
ば
冤
罪
を
受
け
る
も
の
な
き

進
み
す
ぎ
た
法
律
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の
公
益
あ
ら
ん
と
す
。」（
同
上
、
二
六
九
頁
）
と
発
言
し
て
い
る
。
旧
中
国
及
び
日
本
の
犯
罪
捜
査
体
制
に
対
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
侮

り
を
示
す
発
言
で
あ
る
。
神
判
に
頼
っ
て
犯
人
を
決
定
し
て
い
た
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
で
こ
そ
、
自
首
と
引
き
換
え
に
刑
を
減
免
す
る
制
度

が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
神
判
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
、
中
国
で
は
、
早
く
か
ら
発
達
し
て
い
た
法
医
学
の
知
見
を
用

い
て
、
合
理
的
な
犯
罪
捜
査
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
野
澤
充
「
刑
法
典
に
お
け
る
一
般
的
自
首
規
定
の
制
度
根
拠
―
―
明
治
期
以

降
の
規
定
を
素
材
に
」（『
法
政
研
究
』
第
八
十
四
巻
第
三
号
掲
載
、
九
州
大
学
、
平
成
二
十
九
年
）
は
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
上
記
の
言
説

（
右
掲
の
発
言
を
指
す
。
佐
立
注
。）
か
ら
す
る
な
ら
ば
、「
自
首
規
定
を
置
く
こ
と
は
、『
当
該
国
家
の
捜
査
機
関
の
捜
査
能
力
（
中
略
）

が
未
熟
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
制
度
上
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。」（
九
十
七
頁
注
一
〇
七
）
と

述
べ
て
い
る
。

四

旧
刑
法
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨

旧
刑
法
の
草
案
編
纂
会
議
で
鶴
田
委
員
は
、「
元
来
、
教
師
の
説
は
、
自
首
を
以
て
其
罪
を
宥
恕
す
る
は
、
全
く
裁
判
上
と
被
害
者
及

び
社
会
の
便
益
を
得
る
の
多
少
に
仍
て
之
を
用
ゆ
る
而
已
を
本
旨
と
為
し
て
論
ず
る
も
の
に
て
、
本
人
の
悔
悟
、
良
心
に
復
し
た
る
を
以

て
之
を
宥
恕
す
る
本
心
に
あ
ら
ず
。
故
に
、
大
に
日
本
の
自
首
律
の
主
意
と
は
異
な
る
こ
と
あ
る
訳
な
り
。
然
し
、
先
づ
教
師
の
説
に
従

ひ
、
其
主
意
を
以
て
、
此
自
首
律
を
取
調
ぶ
る
こ
と
と
為
さ
ん
と
す
。」（
前
掲
『
会
議
筆
記
』
Ⅰ
、
草
案
第
九
十
七
条
の
項
。
二
七
九

頁
）
と
述
べ
て
、
一
旦
、『
新
律
綱
領
』
及
び
旧
中
国
律
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
か
ら
離
れ
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
見
に
従
っ
て
、
自

首
条
の
草
案
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
鶴
田
委
員
は
、
最
後
ま
で
、『
新
律
綱
領
』
及
び
旧
中
国
律
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨

に
従
っ
て
旧
刑
法
の
自
首
条
の
草
案
を
作
成
す
る
意
欲
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
会
議
筆
記
』（
前
掲
第
Ⅰ
分
冊
）
草
案
第
九
十
七
条
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の
項
の
終
わ
り
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
鶴
田
委
員
と
の
次
の
よ
う
な
討
論
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
「
自
首
を
以
て
其
罪
を
宥
恕
す
る
は
改
心
の
有
無
に
仍
て
論
ず
る
に
あ
ら
ざ
る
は
、
曽
て
反
復
説
き
た
る
如
し
。
畢
竟
、

事
主
へ
賍
品
を
返
還
せ
し
む
る
主
意
な
れ
ば
、
其
効
あ
る
も
の
と
為
す
。（
後
略
）」

鶴
田
「
支
那
・
日
本
に
於
て
自
首
律
を
用
ゆ
る
は
、
全
く
其
犯
人
の
悪
心
を
改
め
、
善
心
に
移
る
を
勧
め
ん
と
の
主
意
な
り
。」

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
「
然
し
、
必
ず
、
財
産
を
返
還
せ
し
む
る
の
主
意
に
あ
ら
ず
、
と
も
云
ひ
難
し
。
已
に
支
那
律
に
も
、
其
財
産
を
返
還
せ

ざ
れ
ば
之
を
全
免
せ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。」

鶴
田
「
之
は
其
改
心
を
証
せ
し
む
る
の
主
意
な
り
。
何
故
な
れ
ば
、
若
し
其
財
産
を
費
消
し
た
る
上
、
自
首
し
た
る
時
は
、
之
を
真
に
改

心
し
た
る
者
と
見
做
し
難
き
理
な
れ
ば
な
り
。（
後
略
）」

よ
っ
て
、
明
治
十
年
十
一
月
に
太
政
官
に
上
呈
さ
れ
、
同
十
一
年
一
月
か
ら
十
二
年
六
月
ま
で
刑
法
草
案
審
査
局
で
審
査
さ
れ
た
「
日

本
刑
法
草
案
」
の
第
九
十
六
条
「
罪
ヲ
犯
シ
、
事
未
タ
発
覚
セ
サ
ル
前
ニ
於
テ
、
自
ラ
官
ニ
首
服
シ
テ
捕
ニ
就
ク
者
ハ
、
其
罪
ヲ
宥
恕
シ

テ
、
本
刑
ニ
一
等
ヲ
減
ス
。（
後
略
）」（
句
読
点
を
附
け
た
。）
の
立
法
趣
旨
は
、
罪
を
犯
し
た
事
実
が
発
覚
す
る
前
に
自
首
す
れ
ば
、
社

会
の
た
め
に
便
益
を
も
た
ら
す
の
で
、
褒
美
と
し
て
刑
を
軽
減
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
、
罪
を
犯
し
た
事
実
が
発
覚
す
る
前
に
罪
を
悔
い

改
め
て
自
首
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
罰
を
与
え
る
必
要
が
少
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
と
の
両
方
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

完
成
し
た
旧
刑
法
の
第
八
十
五
条
「
罪
ヲ
犯
シ
、
事
未
タ
発
覚
セ
サ
ル
前
ニ
於
テ
、
官
ニ
自
首
シ
タ
ル
者
ハ
、
本
刑
ニ
一
等
ヲ
減
ス
。

但
、
謀
殺
故
殺
ニ
係
ル
者
ハ
、
自
首
減
軽
ノ
限
ニ
在
ラ
ス
。」（
句
読
点
を
附
け
た
。）
の
立
法
趣
旨
も
右
と
同
じ
で
あ
る
。
刑
法
草
案
審
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査
局
で
作
成
さ
れ
た
「
刑
法
審
査
修
正
案
」
の
第
八
十
五
条
は
、
完
成
し
た
旧
刑
法
の
第
八
十
五
条
と
同
文
で
あ
る
の
で
（
日
本
立
法
資

料
全
集
36
Ⅱ
『
旧
刑
法
⑷
Ⅱ
』
所
収
「
刑
法
審
査
修
正
案
」
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
。
二
四
七
頁
）、「
修
正
案
」
第
八
十
五
条
の
立
案
理

由
は
旧
刑
法
第
八
十
五
条
の
立
法
趣
旨
で
も
あ
る
。
野
澤
前
掲
「
刑
法
典
に
お
け
る
一
般
的
自
首
規
定
の
制
度
根
拠
」（
七
十
八
頁
）
に

引
用
さ
れ
て
い
る
刑
法
草
案
審
査
局
『
刑
法
審
査
修
正
案
註
解
第
一
編
』
の
第
八
十
五
条
の
註
解
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
本
刑
法
（「
刑
法
審
査
修
正
案
」
を
指
す
。
佐
立
注
。）、
自
首
減
軽
の
法
を
設
け
た
る
は
、
本
犯
悔
悟
自
新
の
意
を
賞
す
る
の
み
な
ら

ず
、
自
か
ら
其
罪
を
首
出
す
る
と
き
は
、
第
一
、
政
府
に
於
て
犯
人
幷
に
其
共
犯
を
探
索
捕
獲
す
る
の
手
数
を
省
き
、
第
二
、
自
首
す
る

を
以
て
其
真
犯
を
獲
る
が
為
め
、
冤
罪
を
他
人
に
及
ほ
す
の
害
を
除
く
。
第
三
、
其
真
犯
を
獲
る
を
以
て
、
世
人
を
し
て
安
心
せ
し
む
る

等
の
理
由
あ
る
に
因
て
、
其
人
に
加
へ
た
る
害
を
旧
に
復
す
る
を
得
さ
る
者
も
仍
ほ
、
其
自
首
を
以
て
減
等
を
与
ふ
る
こ
と
に
定
め
た

り
。」（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）

「
修
正
案
」
第
八
十
五
条
、
即
ち
旧
刑
法
第
八
十
五
条
の
立
法
趣
旨
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
主
張
す
る
立
法
趣
旨
と
鶴
田
晧
が
理
解
す

る
立
法
趣
旨
と
の
両
方
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

五
「
発
覚
」
の
意
味

次
に
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
考
え
た
い
が
、
そ
の
前
に
、『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
で
用
い
ら
れ
て
以
来
、
旧

刑
法
及
び
現
行
刑
法
の
自
首
条
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
発
覚
」
と
い
う
語
の
意
味
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

唐
・
明
・
清
律
の
自
首
条
の
「
罪
を
犯
し
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
（
原
文
。
犯
罪
未
発
而
自
首
者
）」
と
い
う
文
言
に
当
た
る

『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
文
言
は
、「
罪
ヲ
犯
シ
、
事
未
タ
発
覚
セ
ス
シ
テ
、
自
ラ
出
首
ス
ル
者
」
で
あ
り
、
旧
中
国
律
の
自
首
条
の
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「
発
」
に
当
た
る
語
が
「
発
覚
」
に
な
っ
て
い
る
。
旧
中
国
律
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
発
」
の
語
の
意
味
は
、
唐
名
例
律
、
更
犯
条
の
律

疏
に
「
已
に
発
す
る
と
は
、
已
に
告
言
を
被
る
を
謂
う
。
其
の
、
令
（
獄
官
令
。
佐
立
注
。
以
下
同
じ
。）
に
依
り
、
応ま

さ

に
三
審
（
誣
告

で
は
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、
日
を
更
め
て
三
回
、
告
言
さ
せ
る
手
続
。）
す
べ
き
者
は
、
初
告
も
亦
た
是
れ
発
し
訖お

わ

る
な
り
。

（
原
文
。
已
発
者
、
謂
已
被
告
言
。
其
依
令
応
三
審
者
、
初
告
亦
是
発
訖
。）」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
人
が
あ
る
罪
を
犯
し

た
と
他
人
か
ら
名
指
し
で
官
司
に
訴
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
私
人
か
ら
訴
え
ら
れ
る
こ
と
無
く
、
あ
る
人
が
あ

る
罪
を
犯
し
た
と
官
司
か
ら
裁
判
の
対
象
と
し
て
指
名
さ
れ
る
こ
と
も
「
発
」
で
あ
る
。
官
司
が
私
人
か
ら
の
訴
え
を
待
た
ず
、
あ
る
人

が
あ
る
罪
を
犯
し
た
と
確
信
し
て
、
裁
判
の
対
象
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
を
、
律
文
は
「
挙
」
と
称
す
る
（
滋
賀
秀
三
訳
註
「
名
例
」

（
前
掲
）〔
名
二
九
〕
一
七
二
頁
）。
つ
ま
り
、「
罪
を
犯
し
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
」
の
「
発
」
と
は
、
あ
る
人
が
あ
る
罪
を
犯
し

た
と
私
人
か
ら
官
司
に
対
し
て
、
も
し
く
は
官
司
か
ら
、
裁
判
の
対
象
と
し
て
指
名
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
発
覚
」
の
語
は
、
早
く
も
『
史
記
』
に
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
同
書
巻
八
、
高
祖
本
紀
に
「
九
年
、
趙
相
の
貫
高
ら
の
事
、
発
覚
す
。

三
族
を
夷た

い

ら
ぐ
。」
と
あ
る
。
唐
律
の
捕
亡
律
、
知
情
蔵
匿
罪
人
条
の
本
注
の
「
事
、
発
す
。（
原
文
。
事
発
。）」
と
い
う
文
が
、
同
条
に

附
さ
れ
た
律
疏
で
は
、「
罪
、
始
め
て
発
覚
す
。（
原
文
。
罪
始
発
覚
。）」
と
い
う
文
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。「
事
発
」
の
「
発
」
は

「
犯
罪
未
発
」
の
「
発
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
発
覚
」
は
「
犯
罪
未
発
」
の
「
発
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
新

律
綱
領
』
の
自
首
条
の
「
発
覚
」
は
、
清
律
の
自
首
条
の
「
発
」
の
言
い
換
え
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。『
新
律
綱
領
』
の
編
纂
者
が
な

ぜ
「
発
」
を
「
発
覚
」
に
言
い
換
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、「
発
覚
」
の
「
発
」
に
、
私
人
か
ら
の
訴
え
の
意
味
を
持

た
せ
、「
覚
」
に
、
官
司
が
犯
罪
を
覚
知
す
る
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
発
生
の
発
と
区
別
す
る
た
め

で
あ
ろ
う
か
。
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旧
刑
法
の
自
首
条
の
「
発
覚
」
は
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
「
発
覚
」
を
引
き
継
い
だ
用
語
で
あ
り
、
現
行
刑
法
の
自
首
条
の
「
発

覚
」
は
旧
刑
法
の
自
首
条
の
「
発
覚
」
を
引
き
継
い
だ
用
語
で
あ
る
か
ら
、
旧
刑
法
及
び
現
行
刑
法
の
自
首
条
の
「
発
覚
」
も
、
文
理
解

釈
と
し
て
は
、『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
「
発
覚
」、
唐
・
明
・
清
律
の
自
首
条
の
「
発
」
と
同
じ
意
味
、
即
ち
、
あ
る
人
が
あ
る
罪
を

犯
し
た
と
私
人
か
ら
官
司
に
対
し
て
、
も
し
く
は
官
司
か
ら
、
裁
判
の
対
象
と
し
て
指
名
さ
れ
る
こ
と
、
と
い
う
意
味
に
受
け
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
現
行
刑
法
の
自
首
条
の
「
発
覚
」
に
つ
い
て
、
平
谷
正
弘
「
自
首
に
つ
い
て
の
若
干
の
検
討
」（
中
山
善
房

判
事
退
官
記
念
『
刑
事
裁
判
の
理
論
と
実
務
』
所
収
、
成
文
堂
、
一
九
九
八
年
。
四
六
六
頁
）
が
、
発
覚
の
対
象
は
、
犯
罪
事
実
及
び
犯

人
で
あ
り
、
犯
人
の
所
在
を
含
ま
な
い
と
す
る
判
例
・
通
説
を
、「
発
覚
」
の
文
理
解
釈
か
ら
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
る
の
は
正
し
い
。

現
在
の
刑
事
訴
訟
手
続
で
は
、
逮
捕
さ
れ
た
時
、
も
し
く
は
公
訴
が
提
起
さ
れ
た
時
が
、
官
司
か
ら
裁
判
の
対
象
と
し
て
指
名
さ
れ
た

時
、
即
ち
発
覚
し
た
時
で
あ
る
。
告
訴
・
告
発
さ
れ
た
時
が
、
私
人
か
ら
官
司
に
対
し
て
裁
判
の
対
象
と
し
て
指
名
さ
れ
た
時
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

六

現
行
刑
法
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨

明
治
三
十
五
年
一
月
に
第
十
六
回
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
刑
法
改
正
案
」（
日
本
立
法
資
料
全
集
24
、
内
田
・
山
火
・
吉
井
編
著

『
刑
法
（
⚔
）〔
明
治
40
年
〕』
所
収
、
信
山
社
、
一
九
九
五
年
。）
の
第
五
十
四
条
は
、
現
行
刑
法
の
自
首
条
即
ち
第
四
十
二
条
第
一
項
・

第
二
項
の
表
記
平
易
化
前
の
条
文
と
同
文
で
あ
る
。
こ
の
「
刑
法
改
正
案
」
を
審
議
す
る
貴
族
院
刑
法
改
正
案
特
別
委
員
会
で
、
菊
池
武

夫
委
員
と
政
府
委
員
の
古
賀
廉
造
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
こ
と
が
、「
明
治
三
五
年
二
月
一
〇
日
貴
族
院
刑
法
改
正

案
特
別
委
員
会
議
事
速
記
録
第
七
号
」（
同
上
所
収
、
三
五
五
頁
か
ら
六
頁
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
改
正
案
の
文
言
以
外
は
片
仮
名
を

関
法

第
七
一
巻
一
号

一
四

(一
四
三
)



平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

〇
菊
池
武
夫
君
（
前
略
）
此
自
首
に
付
て
、「
此
刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
云
ふ
の
だ
か
ら
、
し
な
い
場
合
も
あ
る
や
う
に
思
は
れ

ま
す
が
、
一
体
、
自
首
と
云
ふ
も
の
で
刑
を
減
ず
る
と
云
ふ
の
は
、
ど
う
云
ふ
主
意
で
減
ず
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
か
、
是
は
現
行
法

（
旧
刑
法
を
指
す
。
佐
立
注
。）
と
違
ふ
か
ら
、
念
の
為
に
伺
ひ
ま
す
。

〇
政
府
委
員
（
古
賀
廉
造
君
）
減
刑
の
理
由
は
、
犯
罪
の
発
覚
を
容
易
な
ら
し
む
る
目
的
に
出
で
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
罪

を
犯
し
た
者
で
、
当
然
知
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
官
よ
り
発
覚
せ
ら
れ
て
罰
せ
ら
れ
る
よ
り
、
自
ら
名
乗
り
出
て
、
少
な
く
も
減
刑
を
受
け

た
い
と
云
ふ
事
情
を
酌
ん
で
、
之
を
設
け
て
置
い
た
な
ら
ば
、
捜
査
の
便
利
を
得
る
で
あ
ら
う
、
斯
う
云
ふ
積
り
で
あ
る
の
で
す
。
併
な

が
ら
又
一
方
に
於
て
、
縱
令

た
と
い

、
捜
査
の
便
宜
を
与
へ
て
も
、
其
罪
に
し
て
、
少
し
も
恕
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
云
ふ
や
う
な

事
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
其
情
状
の
最
も
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
自
首
し
て
も
恕
し
な
い
、
斯
う
云
ふ
積
り
で
あ
り
ま
す
。

古
賀
委
員
の
回
答
を
読
む
と
、
現
行
刑
法
の
自
首
条
は
、
捜
査
の
便
宜
を
も
た
ら
し
た
か
ら
褒
美
と
し
て
刑
を
減
ず
る
、
と
い
う
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
が
主
張
す
る
立
法
趣
旨
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
節
で
示
し
た
よ
う

に
、
旧
刑
法
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
主
張
す
る
立
法
趣
旨
と
鶴
田
皓
が
理
解
す
る
立
法
趣
旨
と
の
両
方
で
あ
る
。

そ
し
て
、
旧
刑
法
の
自
首
条
の
規
定
が
現
行
刑
法
の
自
首
条
の
規
定
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
、
現
行
刑
法
の
立
法
趣
旨
か
ら
鶴
田
皓
が
理

解
す
る
立
法
趣
旨
を
排
除
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

犯
人
が
罪
を
悔
い
改
め
れ
ば
、
刑
罰
を
与
え
る
必
要
が
少
な
く
な
る
か
ら
刑
を
減
軽
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条

進
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の
立
法
趣
旨
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
論
者
で
あ
っ
て
も
、
同
条
に
、
犯
人
の
悔
悟
を
自
首
が
成
立
す
る
要
件
と
す
る
文
言
が
存
在

し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
こ
の
立
法
趣
旨
は
従
た
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
の
主
た
る
立
法
趣
旨
は
、
自
首
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
捜
査
に
便
宜
を
も
た
ら
し
た
犯
人
に
褒
賞
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
論
者
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
言
う

な
ら
ば
、「
罪
を
犯
し
、
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
、
其
の
罪
を
原ゆ

る

す
。」
と
い
う
文
言
か
ら
始
ま
る
唐
名
例
律
、
犯
罪
未
発
自
首

条
に
も
、
犯
人
の
悔
悟
を
自
首
が
成
立
す
る
要
件
と
す
る
文
言
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
条
文
の
立
法
趣
旨
が
、
犯

人
が
罪
を
悔
い
改
め
れ
ば
、
刑
罰
を
与
え
る
必
要
が
な
く
な
る
の
で
、
罪
を
ゆ
る
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ど
う
し
て
わ
か
る
か

と
言
う
と
、
条
文
に
附
さ
れ
た
公
定
の
注
釈
で
あ
る
律
疏
に
、「
今
、
能
く
過
ち
を
改
め
、
来
た
り
て
其
の
罪
を
首
す
。
皆
、
合ま

さ

に
原ゆ

る

す

を
得
べ
し
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
に
、
犯
人
の
悔
悟
を
自
首
が
成
立
す
る
要
件
と
す
る

文
言
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
犯
人
が
罪
を
悔
い
改
め
れ
ば
、
刑
罰
を
与
え
る
必
要
が
少
な
く
な
る
か
ら
刑
を
減
軽
す
る
と
い
う
立
法
趣

旨
が
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
の
従
た
る
立
法
趣
旨
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
旧
中
国
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
で
「
悔
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
唐
名
例
律
、
盗
詐
取
人
財
物
首
露
条
の

「
其
れ
餘
臟
の
応ま

さ

に
坐
す
べ
き
の
属
に
於
い
て
、
過
ち
を
悔
い
て
（
原
文
。
悔
過
）
主
に
還
す
者
は
、
本
罪
よ
り
三
等
を
減
じ
て
之
れ
を

坐
す
る
を
聴
す
。」、
明
律
及
び
清
律
の
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条
の
「
若も

し
強
窃
盗
詐
欺
し
て
人
の
財
物
を
取
り
て
、
事
主
の
処
に
於
い
て

首
服
し
、
及
び
人
の
枉
法
不
枉
法
の
臟
を
受
け
、
過
ち
を
悔
い
て
（
原
文
。
悔
過
）
回
付
し
て
主
に
還
す
者
は
、
官
司
を
経
て
自
首
す
る

と
同
じ
。
皆
、
罪
を
免
ず
る
を
得
。」、『
新
律
綱
領
』
名
例
下
、
犯
罪
自
首
条
の
「
若
シ
強
窃
盗
、
及
ヒ
詐
偽
シ
テ
、
財
物
ヲ
取
リ
、
事

主
ノ
処
ニ
於
テ
首
服
シ
、
或
ハ
枉
法
、
不
枉
法
ノ
臟
ヲ
受
ケ
、
過
ヲ
悔
ヒ
テ
、
本
主
ニ
還
付
ス
ル
者
ハ
、
官
司
ニ
自
首
ス
ル
ト
同
ク
、
皆

其
罪
ヲ
免
ス
。」
だ
け
で
あ
る
。
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現
行
刑
法
第
四
十
二
条
第
一
項
が
、
自
ら
が
罪
を
犯
し
た
事
実
が
捜
査
機
関
に
発
覚
す
る
前
に
自
首
す
る
こ
と
を
自
首
成
立
の
要
件
と

し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
現
行
刑
法
の
自
首
条
の
主
た
る
立
法
趣
旨
は
、
自
首
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
捜
査
に
便
宜
を
も
た
ら
し
た
の
で
、

褒
賞
と
し
て
刑
を
減
軽
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
る
論
者
が
多
い
。
罪
を
悔
い
改
め
た
か
ら
減
刑
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
発

覚
後
に
罪
を
悔
い
改
め
て
自
首
し
て
も
減
刑
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
定
め
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
う
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
し
、
発

覚
後
に
自
首
し
て
も
捜
査
に
便
宜
が
も
た
ら
さ
れ
な
い
か
ら
、
発
覚
前
に
自
首
す
る
こ
と
を
自
首
成
立
の
要
件
と
し
た
、
と
言
う
の
で
あ

る
。し

か
し
、
捜
査
に
便
宜
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
対
す
る
褒
賞
を
立
法
趣
旨
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
発
覚
後
に
自
首
し
て
も
、
犯
人
を
捜

索
す
る
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
首
成
立
の
要
件
を
、
発
覚
前
に
自
首
す
る
こ
と
に
限
ら
な
い
方
が
よ
い
。
一
方
、

罪
を
悔
い
改
め
た
こ
と
に
よ
る
処
罰
必
要
性
の
減
少
を
立
法
趣
旨
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
発
覚
後
に
自
首
し
て
も
刑
を
減
軽
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
定
め
て
し
ま
う
と
、
発
覚
後
に
自
首
し
た
者
に
対
し
て
、
罪
を
悔
い
改
め
て
自
首
し
た
の
で
は
な
く
、
減
刑
を
期
待
し
て
自

首
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
自
首
成
立
の
要
件
を
、
発
覚
前
に
自
首
す
る
こ
と
に
限
る
必
要
が
あ
る
。

旧
中
国
律
の
自
首
条
が
「
犯
罪
未
発
」
を
自
首
成
立
の
要
件
と
定
め
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
人
間
は
誰
も
が

多
少
は
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う
楽
天
性
を
持
っ
て
い
る
。
自
分
が
罪
を
犯
し
て
、
そ
の
事
実
が
ま
だ
発
覚
し
な
い
う
ち
は
、
自
分

が
犯
人
で
あ
る
こ
と
が
最
後
ま
で
官
憲
に
知
ら
れ
ず
に
済
む
見
込
み
が
あ
る
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
込
み
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
首
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
首
す
る
理
由
は
罪
を
犯
し
た
行
為
を
後
悔
し
た
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
清
の
康
熙
五
十
四
年
（
一
七
一
五
）
に
成
っ
た
沈
之
奇
著
『
大
清
律
輯
注
』
の
巻
一
、
名
例
律
、
犯
罪
自
首
条
の
項
に
、

「
未
だ
発
せ
ず
し
て
首
す
る
は
、
是
れ
事
、
本
よ
り
隠
す
可
く
し
て
、
真
心
よ
り
悔
過
す
。（
原
文
。
未
発
而
首
、
是
事
本
可
隠
、
而
真
心

進
み
す
ぎ
た
法
律
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悔
過
。）（
和
訳
。
ま
だ
発
覚
し
な
い
う
ち
に
自
首
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
罪
を
犯
し
た
事
実
を
実
際
、
隠
し
通
す
こ
と
が
で
き

る
の
に
、
心
か
ら
過
ち
を
後
悔
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。）」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。『
大
清
律
輯
註
』
は
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
善
本

叢
書
』
所
収
本
（
北
京
大
学
出
版
社
）
を
見
た
。

旧
中
国
律
の
自
首
条
の
「
犯
罪
未
発
而
自
首
者
」
と
い
う
文
言
が
、
我
が
国
の
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
に
受
け
継
が
れ
て
、「
罪
ヲ

犯
シ
、
事
未
タ
発
覚
セ
ス
シ
テ
、
自
ラ
出
首
ス
ル
者
ハ
」
と
い
う
文
言
に
な
り
、
こ
の
文
言
が
旧
刑
法
第
八
十
五
条
に
引
き
継
が
れ
て
、

「
罪
ヲ
犯
シ
事
未
タ
発
覚
セ
サ
ル
前
ニ
於
テ
官
ニ
自
首
シ
タ
ル
者
ハ
」
と
い
う
文
言
に
な
り
、
こ
の
旧
刑
法
の
文
言
が
現
行
刑
法
第
四
十

二
条
に
引
き
継
が
れ
て
、「
罪
ヲ
犯
シ
未
タ
官
ニ
発
覚
セ
サ
ル
前
自
首
シ
タ
ル
者
ハ
（
表
記
が
平
易
化
さ
れ
て
「
罪
を
犯
し
た
者
が
捜
査

機
関
に
発
覚
す
る
前
に
自
首
し
た
と
き
は
」）
と
い
う
文
言
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
は
、
旧
中

国
律
の
自
首
条
の
「
犯
罪
未
発
而
自
首
者
」
と
い
う
文
言
を
維
持
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
現
行
刑
法
の
立
法
者
が
意
識

し
て
い
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
の
「
自
首
」
の
語
は
、
旧
中
国
律
の
自
首
条
の
「
自
首
」
の
語
が
持
つ
「
犯
し

た
罪
を
悔
い
改
め
て
自
首
す
る
」
と
い
う
意
味
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

山
火
正
則
「
現
行
「
自
首
・
首
服
」
規
定
の
成
立
過
程
」（『
神
奈
川
法
学
』
第
三
十
巻
第
一
号
掲
載
、
一
九
九
五
年
。
一
五
九
頁
）
は

「
自
首
制
度
そ
の
も
の
が
東
洋
の
律
の
伝
統
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
現
行
刑
法
の
定
め
る
自
首
減
軽
の
根
拠
が
東
洋
の
律
の
伝

統
そ
の
も
の
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
そ
の

通
り
で
あ
る
が
、
現
行
刑
法
第
四
十
二
条
の
由
来
を
踏
ま
え
た
同
条
の
正
し
い
文
理
解
釈
を
ま
ず
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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七

名
例
律
自
首
条
と
罪
刑
法
定
主
義

第
二
節
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
旧
刑
法
の
草
案
編
纂
会
議
で
「
自
首
律
は
未
だ
各
国
に
比
類
な
き
良
法
な
り
。」「
自
首

律
は
、
日
本
法
律
に
て
は
旧
法
な
れ
ど
も
、
欧
羅
巴
各
国
の
法
律
よ
り
論
ず
れ
ば
全
く
新
法
な
り
。」
と
発
言
し
た
。

犯
し
た
罪
を
自
首
す
れ
ば
刑
を
減
免
す
る
規
定
が
、
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
刑
法
典
の
中
に
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
一
八
一
〇
年
に
公
布
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
で
は
、
謀
反
罪
や
通
貨
偽
造
罪
を
犯
し
た
者
が
自
首
す
れ
ば
刑
を
免
除
す
る
規
定

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
を
定
め
た
条
文
に
加
え
て
い
る
（『
刑
法
対
照
大
全
』
明
治
十
七
年
、
百
四
十
頁
。
中
村
義
孝
編
訳
『
ナ
ポ
レ
オ
ン

刑
事
法
典
史
料
集
成
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
。
一
九
三
頁
・
二
〇
六
頁
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
第
一
〇
八
条
・
第
一
三
八
条
）。

ま
た
、
司
法
省
第
八
局
編
輯
『
刑
法
表
』（
明
治
十
六
年
印
行
。
平
成
十
五
年
復
刻
版
、
信
山
社
。
百
十
六
頁
・
百
三
十
一
頁
）
に
拠
れ

ば
、
一
八
五
二
年
に
布
告
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
第
四
十
六
条
に
、「
犯
人
の
性
質
に
関
す
る
減
等
の
情
状
」
の
一
つ
と
し
て
、

「
逃
亡
し
易
き
、
若
く
は
発
覚
さ
れ
難
き
際
に
於
て
、
其
重
罪
を
自
首
せ
し
者
」（
第
八
項
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
犯
し
た
罪
を
自
首
す
れ
ば
一
般
的
に
刑
を
減
免
す
る
制
度
を
定
め
る
条
文
、
即
ち
自
首
条
は
、
一
八
六
六
年
に
版
行
さ
れ
た

ロ
シ
ア
刑
法
の
第
百
三
十
四
条
第
一
款
・
第
二
款
（
前
掲
『
刑
法
表
』
百
三
十
一
頁
か
ら
二
頁
。
ア
ニ
シ
モ
ー
フ
著
・
寺
田
実
訳
『
魯
西

亞
刑
法
』
上
巻
、
司
法
省
蔵
版
、
明
治
十
五
年
。
平
成
二
十
一
年
復
刻
版
、
信
山
社
。
一
〇
七
頁
）
が
出
現
す
る
ま
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
の
刑
法
典
の
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
ロ
シ
ア
刑
法
に
自
首
条
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。）。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
旧
中
国
の
律
に
は
自
首
条
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
刑
法
典
に
は
自
首
条
が
立
て
ら
れ
て

進
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い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
旧
中
国
に
は
古
来
、
罪
刑
法
定
主
義
が
存
在
し
た
の
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
人
権
宣
言
第
八
条
が
議
決
さ
れ
る
ま
で
、
罪
刑
法
定
主
義
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、
旧

中
国
の
律
は
、
官
吏
の
横
暴
か
ら
人
民
を
守
る
た
め
に
、
か
つ
、
人
民
が
刑
罰
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
立
法
者

は
あ
ら
か
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
に
対
応
す
る
刑
、
及
び
刑
を
減
免
加
重
す
る
条
件
を
定
め
た
法
律
を
制
定
し
、
裁
判
官
は
必
ず
、
あ
る

罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
、
法
律
の
定
め
に
従
っ
て
、
そ
の
罪
に
対
応
す
る
刑
を
科
し
、
あ
る
い
は
、
そ
の
刑
を
減
免
加
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
罪
刑
法
定
主
義
の
要
請
に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
。
旧
中
国
律
の
自
首
条
は
、
刑
を
減
免
す
る
た
め
の
条
件
は
あ
ら

か
じ
め
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
罪
刑
法
定
主
義
の
要
請
に
従
っ
て
設
け
ら
れ
た
条
文
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
十
八
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
第
八
条
に
よ
っ
て
罪
刑
法
定
主
義
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
罪

刑
法
定
主
義
に
基
づ
く
刑
法
典
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
編
纂
さ
れ
、
施
行
さ
れ
る
ま
で
は
、
罪
刑
擅
断
主
義
、
と
言
っ
て
悪
け
れ
ば
、
罪

刑
裁
量
主
義
の
裁
判
が
行
わ
れ
、
裁
判
官
が
自
ら
の
裁
量
で
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
範
囲
が
広
大
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
刑
を
減
免

加
重
す
る
条
件
を
定
め
た
法
律
を
あ
ら
か
じ
め
設
け
て
お
く
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
犯
人
が
自
首
す
れ
ば
刑
を
減
免
す
る
、
と
い
う
法

律
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
罪
刑
法
定
主
義
に
基
づ
く
刑
法
典
を
初
め
て
編
纂
す
る
時
に
、
立
法
者
は
、
そ
の
よ
う

な
規
定
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

八

名
例
律
自
首
条
の
復
活
の
提
案

旧
刑
法
の
自
首
条
は
、
刑
の
必
要
的
減
軽
を
定
め
て
い
る
か
ら
、
酌
量
減
軽
を
定
め
る
第
八
十
九
条
と
区
別
し
て
立
て
る
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
行
刑
法
の
自
首
条
は
、
刑
の
任
意
的
減
軽
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、
酌
量
減
軽
を
定
め
る
第
六
十
六
条
と
同
じ
で

関
法

第
七
一
巻
一
号

二
〇

(一
三
七
)



あ
る
。
し
か
も
、
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（
⚒
）
の
Ⅱ
総
則
（
⚓
）』（
有
斐
閣
、
昭
和
四
十
四
年
）〔
自
首
・
首
服
〕
第
四
十
二
条
の

注
釈
（
田
宮
裕
執
筆
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
自
首
は
情
状
（
原
注
。
犯
罪
後
の
）
と
し
て
量
刑
に
斟
酌
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
つ
て
、
数
あ
る
情
状
理
由
の
中
か
ら
、
自
首
だ
け
を
選
び
出
し
て
法
律
上
の
減
軽
理
由
と
す
る
特
殊
の
理
由
も
な

い
」（
四
三
九
頁
）
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
現
行
刑
法
で
は
、
旧
刑
法
と
は
異
な
り
、
酌
量
減
軽
の
条
文
と
区
別
し
て
自
首
減
軽
の
条
文

を
立
て
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
（
野
澤
前
掲
「
刑
法
典
に
お
け
る
一
般
的
自
首
規
定
の
制
度
根
拠
」
九
十
七
頁
か
ら
八
頁
）。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
自
首
減
軽
の
条
文
を
別
に
立
て
た
の
は
、
第
二
節
に
書
い
た
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
を

誉
め
ち
ぎ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
行
刑
法
の
自
首
条
が
こ
の
よ
う
な
不
必
要
な
存
在
に
成
り
下
が
っ
た
の
は
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
、
旧
刑
法
及
び
現
行
刑
法
の
立
法
者

が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
主
張
す
る
自
首
条
の
立
法
趣
旨
、
即
ち
、
自
首
す
れ
ば
社
会
に
便
益
を
も
た
ら
す
か
ら
褒
美
と
し
て
刑
を
減
ず
る
、

と
い
う
立
法
趣
旨
を
受
け
入
れ
て
、
自
首
制
度
の
対
象
を
す
べ
て
の
罪
に
広
げ
る
一
方
、
自
首
の
効
果
を
刑
の
減
軽
に
と
ど
め
、
さ
ら
に

は
、
減
刑
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
悪
質
な
罪
を
犯
し
た
者
が
減
刑
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
首
の
効
果
を
刑
の
任
意
的
減

軽
に
と
ど
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
旧
中
国
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
は
、
罪
を
悔
い
改
め
て
自
首
し
た
者
、
即
ち
、
罪
を
犯
し
た

こ
と
を
後
悔
し
て
自
首
し
、
同
時
に
損
害
を
回
復
し
た
者
に
対
し
て
は
、
刑
罰
を
与
え
る
必
要
が
な
い
の
で
、
刑
罰
を
免
除
す
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
旧
中
国
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
は
、
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
罪
だ
け
を
自
首
制
度
の
対

象
と
し
、
自
首
の
効
果
を
刑
罰
の
全
免
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
首
制
度
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
我
が
国
に
存
在
す
る
の
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
将
来
、
刑
法
を
改
正
す
る
時
に
、
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
罪
だ
け
を
対
象
と
す
る
自
首
制
度
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を
定
め
た
条
文
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
現
在
の
自
首
条
は
廃
止
し
て
、
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
罪
を
犯
し
て
自
首

し
た
者
は
酌
量
減
軽
の
対
象
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
旧
中
国
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
自
首
条
の
立
法
趣
旨
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
が
主
張
す
る
自
首
条
の
立
法
趣
旨
も
、
両
方
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
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